
 

（第２号様式） 
令和５年３月 29日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立横浜立野高等学校長  

令和４年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 20日実施） 

総合評価（３月 27日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①生徒が主体的
に学ぶ意欲を
高め、確かな
学力を身につ
ける教育課程
編成や組織的
な授業改善に
取り組む。 

②学校行事や生
徒会活動を工
夫・充実さ
せ、生徒の主
体性、協調性
の育成を図
る。 

①主体的・対話

的な学びを重

視した授業に

より、学習内

容の理解と学

習習慣の定着

を図る。 

②生徒会行事の
企画・運営に
生徒を参画さ
せ、主体的な
運営ができる
環境を整え
る。 

①ＩＣＴ機器を効

果的に利用した

授業を組織的・

計画的に進め、

確かな学力の定

着を目指す。 

②各行事の企画・
運営にあたり、
実行委員会を組
織し、生徒が自
ら考え、運営で
きるように支援
する。 

①ＩＣＴ機器を

用いた授業展

開や課題を提

示した教員数

が増加えた

か。また生徒

が主体的に取

り組める場面

が増えたか。 
②生徒が自ら考
え行動し、行
事の企画運営
を主体的に行
ったという達
成感を得るこ
とができた
か。 

①ロイロノートの
研修を６月と８
月に実施した。
ジャパンナレッ
ジｓｃｈｏｏｌ
の試行で１年生
と職員が使える
ようになった。
１年生は９月か
らタブレット端
末を活用した授
業 が 増 え て き
た。主体的・対
話的で深い学び
の実現に向けた
取組として 10月
に早稲田大学の
田中教授の講演
会を実施した。 

②クラスの日 (６

月)、立野祭(９

月)とコロナ禍の

制約の下、生徒

会役員、実行委

員を中心に準備

し、実施した。 

①さまざまな場面
でＩＣＴを活用
する職員研修を
行う。今後は、
指導や評価の方
向性を職員全体
で共有する機会
を設ける。 

②運営の生徒、参
加した生徒とも
に充実感、達成
感を得られるよ
う 支 援 し て い
く。 

 

①ロイロノートの活用は
よいが、家庭の経済的
な事情も考慮して、費
用負担についても考慮
すべき。 

 生徒はすでに使えるの
で、ベテランの教員で
も手を出せるような取
り組みが必要。 

・教員が、今までの授業
に対する考え方を変え
ていかなくてはならな
い。 

・英語に注力するのはよ
いが、若者たちが漢字
も書けなくなっている
ので、なぜ英語なの
か。英語科の教員の負
担とならないように。 

②コロナ禍から日常に戻
りつつあり、学校が平
常に動き出したことが
わかる。授業以外のこ
とも実施の方向で取り
組んでもらいたい。 

①ＩＣＴ環境が整い、ＩＣＴ  
機器の活用研修会（ロイロ 
ノート）の実施からＩＣＴ機
器を用いた授業展開や課題を
提示する教員数は概ね増え
た。また、授業研究会等での
情報共有から生徒が主体的に
取り組む場面を設定する教科
も増えた。今後、全ての教科
で取り組む環境を築き、教科
横断的な学びに結び付けるこ
とが課題である。 

②クラスの日、立野祭、球技大
会、合唱コンクールなどを予
定通り実施することができ
た。いずれの行事も感染防止
に努めさせながら、自分たち
が望む行事の形態を検討さ
せ、生徒主体で企画・運営を
行わせることができた。 

①授業改善に向けた研修会を他
グループや委員会と連携して
実施することから、組織的な
授業改善の体制を強化する。
授業研究では教科横断的な学
習を実現するために他教科と
の連携を高める取組を行う。 

②感染症防止を考慮した行事の
あり方、形態を模索するとと
もに、生徒が中心となって行
事を企画運営し、充実感、達
成感を得られる場面を拡充
し、学校行事をより魅力ある
ものにしていく。 

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

①日常的な生徒
指導を通して
社会規範を身
につけるとと
もに、部活動
等において自
己実現に向け
て努力する姿
勢を育てる。 

②個に応じた相
談・支援体制
の充実を図
る。 

①生徒自身が、
所属する団体
の一員として
の自覚や行動
が主体的にで
きるように助
言や指導の充
実を図る。 

②個々の生徒に
対して、きめ
細かい相談・
支援をするた
めの体制を整
備する。 

①職員間で生徒に
関する情報共有
を行い、様々な
機会に全職員で
指導を徹底でき
るようグループ
として支援を行
う。 

②担任による面談
やケース会議の
開催を促し、必
要に応じてスク
ールカウンセラ
ーに繋げ、支援
方法の助言を得
る。 

①全職員が統一
した指導を行
うことができ
たか。 

②支援を必要と
する生徒に、
ケース会議等
の取組みが生
かせ、課題解
決に至った
か。 

②教育相談窓口
の周知が図ら
れ、カウンセ
リングに繋げ
ることができ
たか。 

 
 
 
 

①生徒自身や保護
者からの希望ば
かりでなく、担
任や養護教諭か
ら繋がるケース
が増えた。 

②スクールカウン
セラーによるカ
ウンセリング件
数が昨年に比べ
増加した。 

①②養護教諭によ
る丁寧な聞き取
りで、カウンセ
リングに繋がる
ケースが激増し
たが、ケガ、病
気の緊急対応も
あり、保健室は
常に満員状態で
あった。保健室
の円滑な運営の
ためにも養護教
諭の複数配置を
要 望 し 続 け た
い。 

①②女子が多く清潔感が
あり、授業にまじめに取
り組んでいるという印象
がある。 
・ＳＮＳのトラブルは専
門家でも容易に解決でき
るものではないが、対人
関係のトラブルを経験し
ていない生徒に起こるこ
とが多いのではないか。
社会貢献ができたり、自
主的に行動できるように
なるためには、深い学び
が大切。あらゆる機会を
とおして、生徒に成功体
験を積ませてもらいた
い。 

①スクールカウンセラーによる
カウンセリング件数が昨年に
比べ増加した。 

①保護者と連携し、思春期外来
や心療内科での診察を勧め、
医療機関に繋がるケースもあ
ったが、受診は家庭の判断で
あるので、医療機関に繋げる
ことができなかったケースも
多く見受けられた。 

②担任や養護教諭からの勧めで
生徒、保護者のカウンセリン
グに繋がるケースが激増し
た。 

②「家庭、学習、友人関係の悩
み」等の明確な理由がなく、
急に不登校になる生徒が見受
けられた。 

②ＳＮＳを使用した安易な情報
発信による生徒間のトラブル
が散見された。 

①スクールカウンセラーによる
フィードバックを元に学年、
教科担当等、関係職員の情報
共有を図り、組織として行動
できるよう努めたい。 

①急に不登校になった生徒を、
今後とも注意深く推移を見守
り、原因究明に努めた 

①携帯電話教室ばかりでなく、
情報、公共等の教科や学年集
会など機会をとらえて、生徒
に啓発していきたい。 

②スクールカウンセラー、ソー
シャルワーカーによる職員研
修を実施し、仕事・役割の違
いを理解し、きめ細やかな生
徒支援に繋げていきたい。 

②生徒状況について、保護者と
の連携を深め、医療機関と繋
げることの有効性を粘り強く
伝えていきたい。 

３ 

 
 
 
 
 

○生徒一人ひと
りの進路希望
を実現できる
よう進路指導
体制・教育相

〇生徒が自ら考
え自己実現し
ていく力を身
に付ける進路
支援体制の充

〇進路ガイダンス
を各学年の適切
な時期に実施
し、学年と協力
して希望進路実

〇適切な時期に
効果的なガイ
ダンスを実施
できたか。 

〇生徒に対して

〇進路ガイダンス
を実施し、それ
ぞれの学年に応
じた進路学習を
行った。 

〇入学から卒業ま
での３年間を見
通し、生徒及び
保護者に対する
進路指導・支援

〇進学実績等を見ると、
生徒の進路実現のため
に学校が努力している
と感じる。 

 

〇対面による生徒向けガイダン
スに加え、ＩＣＴ機器を利用
した保護者向け説明会を行
い、計画どおり適切な時期に
効果的に実施できた。 

〇ガイダンス、説明会における
ＩＣＴ機器の効果的な活用を
進めていく。 

 
 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 20日実施） 

総合評価（３月 27日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

進路指導・支援 
 
 
 
 
 

談体制・学習
支援体制の充
実を図る。 

実を図る。 現に向けた支援
を行う。 

〇進路相談室を整
備しつつ、進路
関連情報の生徒
への告知につい
て工夫する。 

〇総合的な探究の
時間を有効に活
用したキャリア
教育を実践す
る。 

的確に進路情
報を伝えるこ
とができた
か。 

〇生徒が進路目
標を設定し、
その実現に向
けて取り組む
力を付けるこ
とができた
か。 

〇過去問題集 (赤
本 ) に つ い て
は、３年生ばか
りでなく２年生
の利用も目立っ
た。 

〇職業調べや自分
に合った進路先
の研究、志望理
由書の書き方講
座など、総合的
な探究の時間を
活用して実施し
た。 

の計画を改めて
検討する。 

〇進路関係資料の
収集と整備につ
いては、生徒の
進路に向けての
意識をより高め
ることができる
ように常に検討
することが必要
である。 

〇計画的な学習が
行えるよう、総
合的な探究の時
間におけるキャ
リア教育の内容
を改めて構築し
ていく。 

〇指定校を増やすために
は、一般受験から実績
をつくっていく必要が
ある。 

〇進路講演会に保護者を
巻き込むなど、生徒の
やる気に火をつける取
組があるとよい。 

〇進路相談室の環境を整備し、
生徒の利用が増えた。過去問
題集(赤本)の貸し出し希望が
多かったが、より利用しやす
くできるように、管理方法を
再検討する必要がある。 

〇総合的な探究の時間では、各
学年の年間指導計画に沿って
適切な進路指導を行う必要が
ある。入学から卒業までの３
年間を見とおした計画的な学
習が行えるよう、学年間の情
報を共有し、不断の検証を続
ける。 

〇学習環境の整備に努め、生徒
の学力育成の支援を行う。 

〇進路相談室のレイアウトを大
幅に変更して環境を改善す
る。進路についての情報収集
をはじめ、より生徒が利用し
やすい環境を整えていく。 

〇総合的な探究の時間の大幅リ
ニューアルを受けて、入学か
ら卒業までの３年間を見とお
し、生徒及び保護者に対する
進路指導・支援の計画を改め
て検討する。キャリアパスポ
ートの有効活用については継
続して検討する。 

４ 地域等との協働 

○地域貢献活動
や地域との協
働活動等を充
実させ、地域
とともにある
学校づくりを
推進する。 

〇コロナ禍でも
可能な限り生
徒主体の活動
を行わせてい
く。 

〇活動可能な地
域貢献活動を
検討させ、活
動の充実を図
っていく。 

〇間門小学校と連
携したアイサツ
タイム、見守り
活動、防犯教育
などを継続して
いく。 

〇地域と関わる企
画を設け、地域
との関係を深め
ていく。 

〇生徒が活動を
通じて、自己
肯定感を高め
ることができ
たか。 

〇地域の一員で
あるとの意識
を高めること
ができたか。 

〇アイサツタイム
は４月より月１
回、見守り活動
は学期末に１回
実 施 し た 。 ま
た、地域清掃活
動は 10 月(３年
生 ) と 11 月
（１・３年生）
に実施した。 

 

〇今後は、地域の
行事にも積極的
に参加を促して
いきたい。 

〇地域清掃や小学校との
取組はたいへんよい。 

 今後とも継続してほし
い。 

〇本牧学園として協働で
きることもあると思
う。 

〇立野高校の生徒は、あ
いさつもきちんとで
き、好感がもてる。 

〇地域清掃動を再開させること
ができた(10 月、11 月)。ま
た、吹奏楽部が地域行事に参
加した(２月)。年間を通じて
間門小のアイサツタイム、見
守り活動を実施した。生徒会
役員、参加した部活動の生徒
の多くが自己肯定感を感じる
ことができた。生徒からも、
継続した実施を望む声が上が
ってきた。 

〇コロナ感染の落ち着きととも
に、活動が元通りに活性化し
つつある。今後は諸方面から
要望があるが、ボランティア
活動などの活性化に向けても
取り組ませていきたい。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①安全・安心・
快適な学習環
境の整備に向
けた取組みを
一層推進する
とともに、不
祥事防止を通
じて保護者や
県民から信頼
される学校づ
くりを確立す
る。 

②学校の教育活
動に関する情
報発信を積極
的に行い、学
校への理解が
深まるよう努
める。 

③生徒と向き合
う時間を確保
するために、
組織的な学校
運営と校務の
効 率 化 を 図
る。 

①校内美化及び
衛生管理の徹
底を継続す
る。 

①防災活動・防
災教室の充実
に取り組む。 

①ＰＴＡ主催の
活動に積極的
に関わってい
く。 

②学校ＨＰや学
校説明会の充
実を図る。 

③会議の設定等
業務の効率化
を進め、教職
員の負担軽減
を図る。 

①毎日の清掃活動
や消毒作業を通
して校内美化の
徹底と衛生管理
を継続する。 

①具体的な対応を
想定しながら防
災に関するマニ
ュアルを更新す
る。 

①防災学習に生徒
が主体的に取り
組める方法を検
討する。 

①ＰＴＡ委員会各
担当者を中心
に、円滑な連携
を図る。 

②生徒主体の説明
会を企画し、本
校の魅力を積極
的に発信する。 

③業務の目的や手
順を検証し、効
率化できる部分
を検討する。 

 

①校内美化およ
び衛生管理に
徹底して取り
組むことがで
きたか。 

①マニュアルの
内容を更新で
きたか。 

①主体的に活動
できる防災学
習を計画・実
施できたか。 

①ＰＴＡとの連
携・情報共有
ができたか。 

②効果的なＨＰ
の運用と、説
明会等の参加
者が、充分に
本校の魅力を
感じることが
できたか。 

③業務の効率化
が図られ、教
職員の負担軽
減ができた
か。 

①毎日の清掃活動
や必要に応じて
の消毒作業によ
り、校内美化と
衛生管理に取り
組めた。 

①防災マニュアル
更新やＥＮＥＯ
Ｓの防災担当者
を招いて防災教
室を実施した。 

①ＤＩＧ研修は第
１学年１クラス
で実施した。 

②説明会等の参加
者は例年並みで
あるが、充分に
ホームページか
ら本校の魅力を
発信できている
とは言い難い。 

③ストレスチェッ
クの結果、総合
健康リスクが全
国平均よりやや
高く、仕事の量
的負担が多く、
コントロール度
も低かった。 

①ＰＴＡとも協力
して、さらに校
内美化および衛
生管理の徹底に
努める。 

①不測の事態を想
定し、具体的な
対応の検討をす
すめる。 

①ＤＩＧ研修の反
省を踏まえて次
年度の防災学習
を計画する。 

②今後さらに、よ
り効果的なＨＰ
の運用と説明会
等の充実取り組
みたい。 

③仕事の分散によ
る負担軽減、人
材育成等による
量的負担の緩和
を図る。また、
自ら課題の解決
に取り組み、意
思決定に際して
発言できる機会
をつくりたい 

①防災教育でも、本牧学
園として協働できるこ
とがあると思う。 

③ストレスチェックの結
果は気になる。無理を
しないでほしい。 

③「総合的な探究時間」
のプロジェクトチーム
に若い教員が参加する
のはとてもよいことで
あり、学校の活性化に
つながる。その姿は生
徒にも伝わる。 

①今年度は 1 学期末の防災教室 
に加え、次年度に向けてＤＩ
Ｇ研修会を試行することがで
きたが、避難訓練はコロナ禍
のため実施できなかった。 

①毎日の清掃活動や必要に応じ
ての消毒作業を実施し、校内
美化や衛生管理に努めること
ができた。 

②説明会等の参加者は例年並み
であるが、ホームページの活
用は、反省点も多い。さらに
本校の魅力を発信できるよう
に整備する必要がある。 

③「総合的な探求の時間プロジ
ェクトチーム」は、短期間で
３年間の見通しを立て、総合
的な探求の時間の再構築を成
し遂げることができた。この
ことは職員の潜在的能力の高
さを表すと同時に、仕事の量
的負担が多くとも、意欲的に
コントロール可能なことを示
している。次回の、ストレス
チェックの推移を見守りた
い。 

①ＤＩＧ研修会は今年度の反省
を踏まえて、次年度は１学年
全体で実施したい。 

②ＨＰについて、今後さらに部
活動ページの充実を図り、保
護者連絡用のページを追加す
るなど、より効果的なＨＰの
運用を推進する。説明会等の
充実の他、戦略的な広報活動
を模索し、取り組みたい。 

③人材育成を最重要課題とし
て、引き続き仕事の分散化に
よる負担軽減、量的緩和を図
る。また、「総合的な探求の
時間プロジェクトチーム」を
核として、職員が自ら課題解
決に取り組み、学校の意思決
定に際して発言できる機会を
つくり、経験の浅い職員に自
信をつけさせながら、学校全
体の活性化を図っていきた
い。 

 


